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ファントームを用いた歯牙切削実習ファントームを用いた歯牙切削実習 臨床研修施設
（大学病院と協力型研修施設との連携）

・ポートフォリオ、特に前期・後期終了時の総括的
評価シートによって、臨床研修歯科医の研修の
達成度についての情報を共有

・大学の指導歯科医が協力型研修施設を訪問し
協力型研修施設の研修環境の状態を把握

・臨床研修におけるアンケート

・院外研修先から２ヶ月に一度の研修歯科医の

臨床セミナー参加

Fukuoka Dental College

10/2/2007 歯科医師臨床研修推進検討会ヒアリングFukuoka Dental College

福岡歯科大学医科歯科総合病院研修

管理委員会
委員長：石川博之（病院長）

研修プログラム責任者：廣藤 卓雄（総合歯科教授）

研修プログラム副責任者：4名（坂上教授、佐藤教授、

大関教授、本川教授）

委員：5名（中島教授、谷口教授、厚谷事務局長、

本田大学長、青野常務理事）

外部委員：寺下直道（九州歯科大学 教授）、

岩﨑光太郎（顧問弁護士）

協力型臨床研修施設の指導責任者（当該施設の長）:
106名（岩本憲明他）

Fukuoka Dental College

Fukuoka Dental College

研修歯科医の指導体制

歯科医師臨床研修委員会

臨床研修運営計画の立案及び実施について協議

するための委員会

委員長：病院長

委員：総合歯科、保存（むし歯）・歯周病科、補綴（入

れ歯）科及び口腔外科より各１人

その他の診療科より２人

福岡歯科大学事務局長

その他大学長の指定する者

研修プログラム責任者は、総合歯科長が、他の診療
科の委員が副プログラム責任者を担当する。

Fukuoka Dental College

Fukuoka Dental College 10/2/2007 歯科医師臨床研修推進検討会ヒアリング

歯科医師臨床研修委員会

プログラム責任者

原則として毎月
1度会議を開催
する。

10/2/2007 歯科医師臨床研修推進検討会ヒアリングFukuoka Dental College

Fukuoka Dental College
歯科医師臨床研修実務担当者会

原則として月に1度病院長の
立会いの下で会議を開催し、
各種実務を担当する。

10/2/2007 歯科医師臨床研修推進検討会ヒアリングFukuoka Dental College
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歯科医師臨床研修指導担当責任者（科長会）

10/2/2007 歯科医師臨床研修推進検討会ヒアリングFukuoka Dental College

歯科医師臨床
研修指導医
-上級医の関与-

指導担当責任者は各診療科の
科長または副科長である教授
である。

指導歯科医は、５年以上の臨床
経験を有する者であって、病院
長が認定した者 。

10/2/2007 歯科医師臨床研修推進検討会ヒアリングFukuoka Dental College

研修プログラムとその評価

基本的にポートフォリオ評価表を利用

• 臨床セミナー

– 講義内容、考察 （セミナー講師、形成的評価）

• 所属診療科での基本習熟コースおよび基本
習得コースの診療研修
– 診療日誌 （担当指導医、形成的評価）

• 症例カンファレンス、抄読会などへの出席

– 聴講録、配布資料 （担当指導医、形成的評価）

• 研修終了時：基本習熟コースおよび基本習得コー
ス（担当指導医、総括的評価）

Fukuoka Dental College

診療研修

• 書式等に細かい規定は
ない。研修医各個人の
創意工夫に期待する。

• 空きスペースに指導歯
科医が形成的評価を記
入するようにしている。

10/2/2007 歯科医師臨床研修推進検討会ヒアリング

基本習熟コース・基本習得コースの
総括的評価

研修内容評価表

基本習熟コース

研修
医名 院 内 院 外

自己評価 指導医評価 自己評価 指導医評価

１．医
療面接 １。医療面接 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

２．総
合診療
計画

2.総合診療計画 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

３．予
防・治
療基本
技術

3.予防・治療基本技術 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

４．応
急処置 4.応急処置

①疼痛に対する基本的な治療を実戦する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

②歯・口腔および顎顔面の外傷に対する基本的な治療
を実践する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

③修復物・補綴装置等の脱離と破損および不適合に対
応する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

５．高
頻度治
療

5.高頻度治療

①齲蝕の基本的な治療を実践する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

②歯髄疾患の基本的な治療を実践する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

③歯周疾患の基本的な治療を実践する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

④抜歯の基本的な処置を実践する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

⑤咬合・咀嚼障害の基本的な治療を実践する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

６．医
療管
理・地
域医療

6.医療管理・地域医療

①保険診療を実践する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

②チーム医療を実践する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

③地域医療に参画する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

評価基準 ０：未体験 １：見学 ２：体験 ３：習得

／ 評価日，（ ）評価値

基本習得コース

研修医名 院 内 院 外

自己評価 指導医評価 自己評価 指導医評価

１．救急
処置 1.救急処置

①バイタルサインを観察し、異常を評価する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

②服用薬剤の歯科診療に関連する副作用を説明する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

③全身疾患の歯科診療上のリスクを説明する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

④歯科診療時の全身的合併症への対処法を説明する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

⑤一次救命処置を実践する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

⑥二次救命処置の対処法を説明する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

２．医療
安全・感

染予防
２．医療安全・感染予防

①医療安全対策を説明する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

②アクシデント及びインシデントを説明する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

③医療過誤について説明する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

④院内感染対策（Standard Precautionsを含む）を説明する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

⑤院内感染対策を実践する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

３．経
過評価
管理 3.経過評価管理

①リコールシステムの重要性を説明する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

②治療の結果を評価する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

③予後を推測する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

４．予
防・治療

技術
4.予防・治療技術

①専門的な分野の情報を収集する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

②専門的な分野を体験する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

③POSに基づいた医療を説明する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

④EBMに基づいた医療を説明する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

５．医療
管理 5.医療管理

①歯科医療機関の経営を説明する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

②常に、必要に応じた医療情報の収集を行う。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

③適切な放射線管理を実践する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

④医療廃棄物を適切に処理する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

６．地域

医療 6.地域医療

①地域医療保健活動を説明する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

②歯科訪問診療を説明する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

③歯科訪問診療を体験する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

④医療連携を説明する。 /   (   ) / ( ) 印 /   (   ) / ( ) 印

評価基準 ０：未体験 １：見学 ２：体験 ３：習得

／ 評価日，（ ）評価値

評価値

0：未体験

１：見学

2：体験

3：習得

基本習得コース 基本習熟コース
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メンタルヘルスへの対応

・ポートフォリオ評価法による指導歯科医と研修
歯科医コミュニケーションの充実

・指導歯科医、研修歯科医それぞれの会合の
機会を増やす。

・毎月の研修委員会と実務者会。

・心療内科との連携。

10/2/2007 歯科医師臨床研修推進検討会ヒアリング

Fukuoka Dental College

Fukuoka Dental College

研修歯科医の職務環境
(1) 常勤又は非常勤の別：常勤
(2) 研修手当：12万円／月、通勤手当一律5千円、宿直手当１万円／１回

(3) 勤務時間：午前8時30分～午後17時15分
※ 協力型臨床研修施設に関しては各施設の処遇に従う。

(4) 休 暇： 休 日・・・原則 土曜日、日曜日、祝日
：年末年始・・・・１２月２９日～１月３日
：年次有給休暇・・労働基準法に定めによる。
※ 6ヶ月継続して研修し、全研修日の8割以上研修した者

に対し、10日付与する。

(5) 研修歯科医のための宿舎及び病院内の室の有無：有
(6) 社会保険・労働保険：日本私立学校振興・共済事業団・労働者災

害補償保険に加入する。
(7) 健康管理：健康診断年１回実施する。
(8) 歯科医師賠償責任保険：病院が団体医師賠償責任保険に加入する。

(9) 外部の研修活動（学会、研究会等への参加）：可

Fukuoka Dental College

10/2/2007 歯科医師臨床研修推進検討会ヒアリングFukuoka Dental College

福岡歯科大学主催

歯科医師臨床研修指導歯科医講習会

目的：

各臨床研修施設において、指導歯科医の任に

ある者、または指導歯科医となる予定者に対し

て、教育指導・教育技能および教育評価に関す

る講習会を実施し、指導歯科医の資質の向上お

よび指導歯科医の確保を図ることを目的とする

10/2/2007 歯科医師臨床研修推進検討会ヒアリング

平成1７年度

日 時：平成17年６月11・12日

参加者：27名

講演講師

平田創一郎（厚生労働省医政局歯科保険課

歯科医師臨床研修専門官）

「臨床研修の必修化に向けて」

廣藤 卓雄（福岡歯科大学総合歯科学分野教授）

「医療安全管理感染防止」

10/2/2007 歯科医師臨床研修推進検討会ヒアリングFukuoka Dental College

指導歯科医の資質向上策

・定期的病院内講習会の開催

院内感染防止、医療事故防止など

・指導医の会合と検討会

情報の共有、

・毎月の実務者会議

問題点の抽出

10/2/2007 歯科医師臨床研修推進検討会ヒアリング

Fukuoka Dental College

Fukuoka Dental College

卒前教育との連携

歯学基礎実習（ ３年生～ ４年生）

↓

登院前実習 （５年生前期）

↓

診療参加型実習（５年生後期～ ６年生前期）

↓

歯科医師臨床研修

10/2/2007 歯科医師臨床研修推進検討会ヒアリング

Fukuoka Dental College

Fukuoka Dental College
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統合型臨床シミュレーションシステム
CLINSIMの利用現状

１．第５学年学生

（臨床前実習）

２．研修歯科医

10/2/2007 歯科医師臨床研修推進検討会ヒアリング
Fukuoka Dental College

いわゆる後期研修の状況

研修期間は１年間---後期研修は無し。

研修修了後は---
医員、

大学院、

研究生、

院外診療施設等

10/2/2007 歯科医師臨床研修推進検討会ヒアリング

Fukuoka Dental College

Fukuoka Dental College

現況の問題点

・指導体制と評価

・研修中断について

・歯科医師臨床研修の責任体制

・県外院外研修における保険医登録

・補助金の申請について

・給料の格差

Fukuoka Dental College

10/2/2007 歯科医師臨床研修推進検討会ヒアリングFukuoka Dental College


